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11月に開催される日本女性会議2020あいち刈谷（ミライク会議）に向けて、学生ジャーナリストたちが大会のPRを行っていま
す。今号は、学生ジャーナリストたちがミライク会議のサポーターと世代を超えた座談会を行ったときの様子を紹介します。

――家事を通したコミュニケーション　
樋口　家事は、母親がやっているイメージ
があります。男性の家事への意識を高め、
一つずつ実行していくことが大切だと思い
ます。
久保田・太田恵　いい意識だね。
久保田　女性も男性が家事を行うことに対
して「ありがとう」とコミュニケーション
を取りながら生活すれば、いい夫婦関係が築けると思います。
長谷川　久保田さんが言うように、自然な触れ合いが増える
ことが一番いいことだね。

――結婚や育児に対する考え方の変化　　
長谷川　結婚や育児への考え方も変わってきていると思いま
す。昔は「20代で結婚しないと」という
考えが大きかった。
太田恵　私が結婚した当初は、分担どこ
ろかミライク会議のような場に参加する
ことさえ考えたことがありませんでした。
長谷川　今は昔とは別の価値観が生まれ
ていると思います。新しい考え方をさま
ざまな人と共有し、みんなが暮らしやす
い世の中になっていけばと思います。

――座談会を終えて　　
太田泰　男女共同参画の意識は変わってきていると思いまし
た。一人一人が輝ける社会の実現に向けて、自分たちがもっ
と学んでいく必要があると思いました。

――家事の役割分担　
山本　人生を豊かにするために、育児も大切ですが、自分の
時間を持てるようにしていきたいです。
そのために、男性も育児や家事に参加し、
平等な社会になればと思います。
久保田　今の時代は、便利な電化製品も
多く、家事の負担も減っているので、家
事以外のことに時間を割くことができる
と思います。
樋口　家事を簡略にできれば、男性も家事を行いやすくなっ
ていくのではないでしょうか。
久保田　樋口さんの言う通りだと思います。
太田恵　電化製品だけでなく、得意な人が得意な分野の家事
を行っていければ、お互いがすごい楽になると思います。
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